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発表に関連し、開示すべきCOI関係
にあたる企業はありません



肺がんについて

がん情報サービスHPより



小細胞肺がんについて

オノオンコロジーHP
がん情報サービスHP
イムデトラ.jpHP より



小細胞肺がん治療 一次治療

肺癌診療ガイドライン2024より



小細胞肺がん治療 再発

肺癌診療ガイドライン2024より



小細胞肺がん治療 歴史

イムデトラ.jpHPより



イムデトラ 作用機序
二重特異性T細胞誘導分子製剤

イムデトラ適正使用ガイドより





レジメン

イムデトラ適正使用ガイドより



イムデトラインタビューフォームより



予防
〈副腎皮質ホルモン剤の前投与〉
〈本剤投与後の輸液〉

対策
〈アセトアミノフェン〉
〈副腎皮質ホルモン剤〉
〈補液〉
〈昇圧剤〉
〈酸素〉
〈トシリズマブ〉

イムデトラ患者向け資材
イムデトラ適正使用ガイドより



イムデトラ適正使用ガイドより



対処法
〈ICEスコア/意識レベル/痙攣発作/
運動所見/脳浮腫の評価〉

〈副腎皮質ホルモン剤〉

イムデトラ患者向け資材
イムデトラ適正使用ガイドより



イムデトラ適正使用ガイドより



注射薬・指示処方箋(内科･外科:肺癌化学療法) 1-80:ｲﾑﾃﾞﾄﾗ療法(4週毎)　1ｻｲｸﾙ目

施行開始日

mg/body day min 100% 年齢

1 1 60 1 － － PS

10 8,15 60 10 － － 身長 cm

体重 kg

体表面積 m2 0.00
*実際は計算式の1位を四捨五入したものを投与量とする。

*体表面積=(身長cm)0.725x(体重kg)0.425x0.007184

がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌

2つ以上の化学療法(うち少なくとも1つは白金系抗悪性腫瘍剤を含む)歴2つ以上の化学療法(うち少なくとも1つは白金系抗悪性腫瘍剤を含む)歴のある <<DYTODAY>> #VALUE! #VALUE!

100% 100% 100%

<<SYUSRNAME>> <<SYUSRNAME>> <<SYUSRNAME>>

投与順/投与時間(投与法) + + +

*1：ｲﾑﾃﾞﾄﾗ投与の１時間前以内に副腎皮質ﾎﾙﾓﾝ剤を投与すること

① ﾗｲﾝｷｰﾌﾟ   (点滴静注) 生食　　100ml + + + *2：ｲﾑﾃﾞﾄﾗ投与後に輸液を行うこと

② 30分　　　(点滴静注) ﾃﾞｷｻｰﾄ6.6mg＋生食(大塚)50mL + +

③ 60分　　　(点滴静注) ｲﾑﾃﾞﾄﾗ 1 mg ＋ 生食 236 ml +

全量　 250.1 ml

③ 60分　　　(点滴静注) ｲﾑﾃﾞﾄﾗ 10 mg ＋ 生食 233 ml + +
輸液安定化
液注入量

(mL)

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ溶解液
注入量(mL)

全量　 250.2 ml 13 1.1

④ 120分　　 (点滴静注) 生食 500mL + + + 13 4.2

⑤ 120分　　 (点滴静注) 生食 500mL + + +

調製後8時間以内に使用

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ溶解液 注射用水20mL 1 本 + + +

day1 day8 day15

入院管理 入院管理

29日目の投与量10mg

　　　　　　　　

1日目の投与量1mg ＊１＊２

14日超

21日以内

21日超

28日以内

28日超

最終濃度(mg/mL）

再開時の用量

1日目､1mg

8日目､10mg

8日目の投与量10mg *1*2

1日目の投与量1mg ＊１＊２

15日目の投与量10mg ＊２

1日目の投与量1mg ＊１＊２

<<SYAGE>>

15日目以降､10mg

14日以内

患者情報<<DYTODAY>> 計算投与量(mg/body)投与方法

薬剤

Tarlatamab

監査

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  10mg

1.3

ID（外来）
<<SYPID>>

患者名（カタカナ）
<<ORIBP_KANA>>

最終投与日及び投与量 休薬期間

溶解液に必要な注
射用水の量(mL)

生年月日(西暦) <<ORIBP_SEX>>

<<ORIBP_KANJI>>

<<ORIBP_BIRTHDAY>>

1

以上　末梢静脈より

ｻｲｸﾙ数

日付

量(%)

注射処方

指示Dr

実施確定印

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  10mg 17

4.4

0.9

抜き取る生理食塩
液量(mL）

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  1mg 14

2.4

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  1mg



注射薬・指示処方箋(内科･外科:肺癌化学療法) 1-81:ｲﾑﾃﾞﾄﾗ療法(4週毎)　2ｻｲｸﾙ目以降

施行開始日

mg/body day min 100% 年齢

PS

10 1,15 60 10 － － 身長 cm

体重 kg

体表面積 m2 0.00
*実際は計算式の1位を四捨五入したものを投与量とする。

*体表面積=(身長cm)
0.725

x(体重kg)
0.425

x0.007184

がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌

2つ以上の化学療法(うち少なくとも1つは白金系抗悪性腫瘍剤を含む)歴2つ以上の化学療法(うち少なくとも1つは白金系抗悪性腫瘍剤を含む)歴のある <<DYTODAY>> #VALUE!

100% 100% *1：ｲﾑﾃﾞﾄﾗ投与の１時間前以内に副腎皮質ﾎﾙﾓﾝ剤を投与すること

<<SYUSRNAME>> <<SYUSRNAME>> *2：ｲﾑﾃﾞﾄﾗ投与後に輸液を行うこと

投与順/投与時間(投与法) + +

① ﾗｲﾝｷｰﾌﾟ   (点滴静注) 生食　　100ml + +

輸液安定化液
注入量(mL)

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ溶解液
注入量(mL)

13 4.2

③ 60分　　　(点滴静注) ｲﾑﾃﾞﾄﾗ 10 mg ＋ 生食 233 ml + +

全量　 250.2 ml 調製後8時間以内に使用

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ溶解液 注射用水20mL 1 本 + +

day1 day15

29日目の投与量10mg

　　　　　　　　

1日目の投与量1mg ＊１＊２

28日以内

28日超

最終濃度(mg/mL）
溶解液に必要な 注射

用水の量(mL)

2.4

患者情報<<DYTODAY>> 計算投与量(mg/body)投与方法

薬剤

休薬期間 再開時の用量

<<SYAGE>>

<<ORIBP_KANJI>>

<<ORIBP_BIRTHDAY>>

ID（外来）
<<SYPID>>

患者名（カタカナ）
<<ORIBP_KANA>>

最終投与日及び投与量

Tarlatamab

生年月日(西暦) <<ORIBP_SEX>>

監査

以上　末梢静脈より

ｻｲｸﾙ数

日付

量(%)

注射処方

指示Dr

実施確定印

2

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  10mg 17

4.4

抜き取る生理食塩
液量(mL）

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ  10mg

1ｻｲｸﾙ15日目
以降､10mg



ご清聴ありがとうございました


